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宇宙科学データのアーカイブ事情

・科学データ公開の原則と意義

オープンデータ
→ 無償、無制限のデータ利⽤の原則、付随する処理ソフトウェア、

解析ツールも無償提供

アーカイブ化、オープンデータ化のメリット
→ 幅広いユーザに利⽤され、科学成果が増⼤
→ 第三者検証による再現性の保証により、科学研究の信頼性向上
→ ⻑期利⽤を可能とすることで、知的遺産として価値あるものとなる



宇宙科学データのアーカイブ事情
・世界の宇宙科学データアーカイブの状況

 NASA、ESAでは、分野別に多くのデータセンターが存在

衛星・探査機の開発や運⽤とは独⽴した、アーカイブ、ツール開発に特
化したデータセンターも多い

 ESAでは、打上げの10年以上前からミッションに向けたデータセンター
を整備した例もある（Integral 、Athena等)

 NASAもESAも基本的にオープンデータポリシー

プロジェクト予算の10-20％程度をアーカイブを含めたデータ利⽤予算
に割当て



宇宙科学データのアーカイブ事情
・宇宙科学研究所の状況
以前は、、、

 プロジェクトの関係コミュニティにデータが渡ればOK
 フォーマット⽂書やアルゴリズム基準書等、データや処理に関する情報の⽂書化

が不⼗分
 データ公開に関するプロジェクト・分野間の温度差⼤
 公開データについても、利⽤制限がいろいろと、、、

近年の傾向と変化
 より広いユーザ層にデータセットを公開することの意義が認識されてきた

→ DARTS (Data ARchive and Transmission System)の整備
→ データ取得後、⼀定の占有期間を経た後にデータ公開

 関連⽂書、処理ソフトウェア等を、データセットと共にDARTSから提供
← DARTSのデータ受⼊基準の策定

 税⾦を使って取得した科学データは、広く利⽤される環境に置きユーザに開放す
ることを義務化しつつある
→ データ利⽤計画をプロジェクト初期に策定し、予算化



DARTS (Science Data Archive and Transmission System) 
(http://darts.isas.jaxa.jp)

• 宇宙科学研究所の宇宙科学データ
は、DARTSから公開中

• 全分野横断的(30ミッション超)
宇宙物理学

天⽂学（X線、⾚外線、電波）
太陽系科学

磁気圏、太陽、⽉・惑星
微⼩重⼒科学

ISSきぼう実験
• データセットに加えて、関連⽂

書、ツール等も提供
• 無料、ユーザ登録も不要



• 公開データ量: 160TiB 。前年より97TiB 増加。前年⽐2.4
倍。(2018/1/4,ミラー除く)

• 年間データ転送量: 128TB/年 (2017)
2016⽐ 1.42倍。通常時 3.3TiB/⽉前後。

• 年間リクエスト数: 4898万 hits/年 (2017)
2016⽐ 2.9倍。通常時は142万hits/⽉前後。

• 年間ユニーククライアント数: 11万7千 (2017)
2016⽐ 15%。昨年のフィーバーは⾒られなかった。通常時は1万/⽉前後。
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世界の科学者による
JAXA科学衛星のデータ利⽤
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• 1993年から2007年までにX線天⽂衛星｢あす
か｣データを使って出版された英⽂査読付き
論⽂1463本について調査 (⽇本物理学会誌
2008年9⽉号より)

• 観測期間は2736⽇、約⼆⽇の観測あたり⼀
本の論⽂

⽇本の論⽂1/3, アメリカの論⽂1/3
⽇⽶共同の論⽂1/6
⽇本、アメリカ以外の論⽂1/6

世界31ヶ国の研究者があすか衛星をつかった論⽂を出版している



• 国際的なデータ利⽤
• ひのでの例（2006年~）

• 観測データは即時公開、世界中のデータセンターとデータを共有
• 国⽴天⽂台、アメリカ（ロッキード社、NASA、ハーバード⼤）イギリス、ノル

ウェーの各ひのでデータセンターと相互にリンク
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• データ統合(Astor統合検索)
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http://darts.isas.jaxa.jp/astro/judo2

MAXI. すざくのX線画像上に、すざく、あすか、
XMM（ESA）の視野を表⽰

XMMの視野をクリックすると、ESAC
（European Space Astronomical 
Center）のXMM Archiveへジャンプ



• 科学データアーカイブの抱える諸問題
アーカイブのターゲット、ゴール

DARTSではサイエンス成果(ゴールは科学論⽂の増産？)
Pubic Outreachや広報は⽬的としていない

成果はどうやって量る?
アクセス数、伝送データ量だけでは測れない
出版論⽂との直接関連性は⾒えにくい

アーカイブの宣伝は必要？
どのようなデータをアーカイブすべきか?
埋もれ⾏くデータ

アーカイブ整備・維持に膨⼤なリソース(予算、⼈員)が必要
データ作成、⽂書類作成、品質保証は関連する科学者しかできない
システム換装、バックアップ、OS、フォーマット、、、

アーカイブ整備・維持の⼈材とその評価
データ整備に膨⼤な労⼒を費やしても、感謝はされても科学者として評価されな

い



・宇宙科学研究所の新たな取り組み

プロジェクト解散後の公開データセットの作成
 2011年11⽉に運⽤を停⽌した⾚外線天⽂衛星「あかり」のプロジェクト解散後、

あかりチームを結成し、予算化して公開データセットの作成を継続している
2009年6⽉に運⽤を終了した⽉周回衛星「かぐや」の公開データセット作成とユー

ザサービスを継続中
 DARTSアーカイブの拡⼤

DARTSへの受け⼊れ基準を策定し、新規データ受け⼊れを促進
→ 「SMILES(ISS)」「MAXI(ISS)」「ひとみ」「あかつき」「かぐや PDS3」「は

やぶさ2 レーザ⾼度計」 等データの公開
⾮公開データアーカイブの整備

 現時点では公開できないが、保存しておく科学的意義のあるデータをアーカイブ
する仕組みを構築

 科学データは公開を原則とするが、公開することにより⽀障が⽣じる場合(公共の
安全等への侵害、著作権など権利者の権利の侵害、戦略的利⽤価値のあるデータ
等)、期間を限定して⾮公開アーカイブとして保存管理する

 データの内部利⽤や将来の公開に向けて、フォーマット⽂書やアルゴリズム基準
書、ソフトウェア取扱説明書等データや処理に関する情報を同時にアーカイブ



・宇宙科学研究所の新たな取り組み(続き)

データマイニング
 FY28より、新たに、公開されていないが価値のある過去の宇宙科学データをアー

カイブ化して公開する業務を定義
→ 「さきがけ」「じきけん」「おおぞら」等のデータを整備、公開

 ミッション終了から30年以上経過する宇宙科学衛星・探査機の源泉データ(⽣デー
タ)を収集可能な限りの関連情報と共に公開予定（「たいよう」「きょっこう」
「おおぞら」「はくちょう」「てんま」「ひのとり」「さきがけ」「すいせい」
「ひてん」）

 DARTSの宣伝活動
AGU、⽇本天⽂学会、JPGU等で、DARTSの宣伝活動

科学データ専⾨委員会の設置
データポリシーの策定
公開データのクオリティコントロール

 DOI の導⼊
データ利⽤のトレーサビリティ
データ作成者評価の向上


